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第２次豊中市男女共同参画計画改定版及び第２次豊中市 DV対策基本計画見

直しに向けた背景・課題の整理 
 

１）新型コロナウイルス感染症拡大と「新たな日常」への対応 

 

①新型コロナウイルス感染症拡大により、全国では男女とも就業者数が減少。特に、女性は令和２

年（2020年）３月から４月にかけて 70万人減少しており、男性の２倍程度減少。【図表 1-1】 

②コロナ禍での働き方ついて、大阪府では、男女とも「在宅勤務（テレワーク）が増えた」「就業日

数が減った」といった変化が目立つ。【図表 1-2】 

③コロナ禍での生活等の変化について、大阪府では、男女とも感染症への不安の拡大や、人との交

流機会の減少、生活に対する不安の拡大、家事負担の増加などが上位を占める。特に、女性は男

性と比べて、生活に対する不安が拡大した人、家事負担が増加した人が多い。【図表 1-3】 

④コロナ禍の現在（令和２年７～８月）に困っていることについて、大阪府では、男女とも「自分

自身や家族の健康面」が最も多く、「自分の仕事や生き方」「自分自身や世帯（家族）の経済面」

がつづく。なお、女性は男性と比較して「自分自身や家族の健康面」や「自分自身や世帯（家族）

の経済面」「家族以外との人間関係」「家族（配偶者・パートナーを除く）との関係」などで困っ

ている人が多い。【図表 1-4】 

⑤コロナ禍で女性に対する必要な支援について、大阪府では、「適切な相談先に関する情報提供」が

最も多く、「メールやＳＮＳ等を活用した相談」がつづく。【図表 1-5】 

 

【課題】 

１）新型コロナウイルス感染症拡大の性別による影響やニーズの違いを踏まえた課題の整理と今後

の施策・事業等への反映 

 

 

【図表 1-1：就業者数の推移（全国）】 

 
資料：総務省「労働力調査（基本集計）」 
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【図表 1-2：現在（令和２年７～８月）とコロナ禍前の働き方の変化（大阪府）】 

 

資料：大阪府「新型コロナウイルス禍が⼥性に及ぼす影響について」緊急アンケート（令和２年７～８月） 

 

【図表 1-3：現在（令和２年７～８月）とコロナ禍前の生活や行動、心身の変化（大阪府）】 

 

資料：大阪府「新型コロナウイルス禍が⼥性に及ぼす影響について」緊急アンケート（令和２年７～８月） 
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【図表 1-4：コロナ禍の現在（令和２年７～８月）の困りごと（大阪府）】 

 

資料：大阪府「新型コロナウイルス禍が⼥性に及ぼす影響について」緊急アンケート（令和２年７～８月） 

 

【図表 1-5：コロナ禍での女性に対する必要な支援施策（女性 n=911）（大阪府）】 

 

資料：大阪府「新型コロナウイルス禍が⼥性に及ぼす影響について」緊急アンケート（令和２年７～８月） 
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２）人口減少社会の本格化と未婚・単独世帯の増加等による世帯構成の変化 

 

①豊中市の総人口は令和２年までは増加しているが、今後は全国的な傾向と同様に減少が予測され

る。特に、高齢者率が増加し、生産年齢人口比（総人口に占める 15～64歳人口の割合）が減少し

ていくことが予測される。【図表 2-1】 

②合計特殊出生率（女性が生涯に産む子どもの数）は、増加傾向にあったが、令和元年で 1.45 と

減少に転じているが、全国（1.36）を上回っている。【図表 2-2】 

③高齢者人口は増加傾向にあり、高齢化率は令和２年で 25.7％。特に、高齢者の中でも、前期高齢

者人口（65～74歳人口）は減少しているが、後期高齢者人口（75歳以上）が増加。【図表 2-3】 

③未婚率は、男女とも 40 歳代以上で増加傾向にある。【図表 2-4】 

④単独世帯（ひとり暮らし世帯）は増加傾向にあり、全世帯の３分の１程度（33.1％）を占める。

【図表 2-5】 

⑤65歳以上の単独世帯は、平成 17年で 15，468 世帯が、平成 27年で 22,849 世帯と 1.5倍程度増

加しており、７割程度を女性が占めている。【図表 2-6】 

⑥18 歳未満の子どもがいる母子家庭世帯は増加傾向にあったが、平成 27 年には減少した。【図表

2-7】 

⑦生活保護世帯数は平成 29 年度までは増加傾向にあったが、平成 30年度に減少し、令和元年度で

7,567 世帯となり、保護率は横ばいで推移。また、生活保護を受給している高齢者世帯は増加し

ており、生活保護世帯に占める高齢者世帯の割合も増加傾向にある。【図表 2-8、2-9】 

 

【課題】 

１）人口構成・世帯構成が変化するなかで、経済社会の持続可能性の向上につなげるための女性活

躍をはじめとした男女共同参画の推進 

２）男女共同参画の視点を持った地域包括ケアシステム・豊中モデルの構築・強化と地域共生社会

の実現 

 

【図表 2-1：年齢３区分別人口の推移（豊中市）】 

 
資料：実績値は住民基本台帳データ（各年 10月１日）、推計値は豊中市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン 
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【図表 2-2：出生数及び合計特殊出生率の推移（豊中市）】 

 

資料：豊中市「こどもすこやか育みプラン・とよなか令和元年度（2019 年度）事業実施報告書」（令和２年 10月） 
※大阪府衛生年報・政府統計より 

※合計特殊出生率は住民基本台帳及び人口動態統計をもとに独自に算出。なお、算出に用いる女性人口ついて、豊中市は、平成

26年（2014年）までは外国人住民を含む女性人口を用いていたが、平成 27年（2015年）以降は国・府の算出方法にあわせる

ため、外国人住民を除く日本人の女性人口を用いている。 

 

 

【図表 2-3：前期高齢者と後期高齢者の人口等の推移（豊中市）】 

 
資料：住民基本台帳（各年 10月１日データ） 
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【図表 2-4：未婚率の推移（豊中市）】 

女性                   男性 

 
資料：国勢調査 

 

 

【図表 2-5：世帯類型別割合と一世帯あたりの世帯人員の推移（豊中市）】 

 
資料：国勢調査 
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【図表 2-6：性別にみた 65 歳以上の単独世帯数の推移（豊中市）】 

 

資料：国勢調査 

 

 

【図表 2-7：18歳未満の子どもがいる母子家庭世帯と父子家庭世帯の推移（豊中市）】 

 

資料：国勢調査 

  

2,422
4,943 5,055

6,884
9,151

11,271
13,852

16,165

642

1,256 1,161

1,912

3,079

4,197

5,141

6,684

3,064

6,199 6,216

8,796

12,230

15,468

18,993

22,849

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

昭和55 60 平成2 7 12 17 22 27

女性 男性

（世帯）

（年）



8 

 

 

【図表 2-8：生活保護世帯数の推移（豊中市）】 
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資料：豊中市「こどもすこやか育みプラン・とよなか令和元年度（2019 年度）事業実施報告書」（令和２年 10月） 

 

【図表 2-9：生活保護を受給している高齢者世帯の推移（豊中市）】

 

 

資料：豊中市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（第８期） 
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３）人生 100年時代の到来と働き方・暮らし方の変革 

 

①豊中市の平均寿命は、男性より女性が長く、国や大阪府と比較するとほぼ同じかやや長い。また、

健康寿命も男性より女性が長い。しかし、女性は男性より「健康でない期間」が長く、男性に比

べて約２年長く要介護状態が続いているといえる。【図表 3-1】 

②就業者に占める女性の割合は平成 27 年で 42.5％となっており、平成 22 年から横ばいで推移。

【図表 3-2】  

しかし、平成 27年の女性の労働力率（15歳以上人口に占める労働力人口（就業者＋完全失業者）

の割合）を大阪府や全国と比較すると全体的に低く、特に 35～39歳で低い。【図表 3-3】 

③雇用者（役員除く）に占める非正規職員・従業員の割合は、平成 29 年で女性が 60.1％、男性が

22.4％となっており、女性で非正規雇用が多い。また、女性の非正規職員・従業員の割合は大阪

府（58.4％）や全国（56.6％）と比べても高い。【図表 3-4】 

④夫婦のいる一般世帯に占める共働き世帯（夫と妻がともに就業者の夫婦）の割合は 39.2％で、大

阪府（39.5％）や全国（45.5％）と比べて低い。【図表 3-5】 

⑤現在就労していない母親の８割以上は何らかの就労希望を持っているものの、就労していない理

由は「子育てしながら働ける適当な仕事がない」が多い。【図表 3-6、3-7】 

⑥「男性は仕事、女性は家事・育児」という固定的な性別役割分担意識は長期的に賛成派が減少し

反対派が増加。ただし、性別・世代別の傾向には違いが見られ、男性の方が「賛成派」の割合が

高く、その傾向は 60歳代以上で顕著。また、男女ともに 40 歳代で、その前後の年齢層よりも「賛

成派」の割合が高い等の特徴が見られる。【図 3-8】 

⑦生活の希望（理想）と現実のギャップをみると、女性では希望する以上に「仕事」または「家庭

生活」を優先せざるを得ない人が多く、男性では希望する以上に「仕事」を優先せざるを得ない

人が多い。また、男女とも、希望しているほど「仕事」と「家庭生活」をともに優先できている

人、「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先できている人が少なく、ワーク・

ライフバランスを取りたくても取れていない状況にある人が多い。【図表 3-9】 

 

【課題】 

１）人生 100 年時代の安心の基盤となる生涯にわたる健康の実現（介護予防含む） 

２）仕事と家事・育児・介護等を両立できる環境の整備（ワーク・ライフ・バランスの実現） 

３）固定的な性別役割分担意識や性差に関する偏見・固定観念等の打破（ターゲットを絞ったアプ

ローチの具体化など） 
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【図表 3-1：平均寿命と健康寿命（平成 28年）】 

 

資料：豊中市健康医療戦略方針 
※平均寿命は厚生労働統計「市区町村別生命表」 

健康寿命は平成 24年度（2012 年）厚生労働科学研究補助金による健康寿命における将来予想と 

生活習慣病対策の費用対効果に関する研究班による健康寿命の算定プログラムに基づき算出) 

 

 

【図表 3-2：就業者数及び就業者に占める女性割合の推移（豊中市）】 

 
資料：国勢調査 
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【図表 3-3：年齢階級別にみた女性の労働力率（平成 27年）（豊中市・大阪府・全国）】 

 

資料：第２期豊中市子育ち・子育て支援行動計画 

※国勢調査 

 

【図表3-4：雇用者（役員除く）における正規・非正規雇用の状況（平成29年）（豊中市・大阪府・全国）】 

 
資料：総務省「平成 29年就業構造基本調査」 

 

 

【図表 3-5：共働き夫婦の割合（平成 27年）（豊中市・大阪府・全国）】 

 
資料：国勢調査 
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【図表 3-6：現在就労していない母親の就労希望（平成 30年）（豊中市）】 

 

資料：豊中市「子育ち・子育て支援に関するニーズ等調査」（平成 30年） 

 

 

【図表 3-7：就労希望がありながら働いていない保護者の理由（平成 30年）（豊中市）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：豊中市「子育ち・子育て支援に関するニーズ等調査」（平成 30年） 
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【図表 3-8：性・年齢別の性別役割分担意識（豊中市）】 

 

資料：「女性と男性がともに暮らしやすい豊中市をつくるためのアンケート結果報告書」(令和３年) 
※無回答は数値を省略 

※『賛成派』計は「賛成」と「どちらかといえば賛成」の計、『反対派』計は「反対」と「どちらかといえば反対」の計 

 

 

【図表 3-9：生活の希望（理想）と現実（希望―現実のスコア差）（豊中市）】 

 
資料：「女性と男性がともに暮らしやすい豊中市をつくるためのアンケート結果報告書」(令和３年) 

 

  

女 性 男 性 
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４）女性の政策・方針決定過程への参画拡大 

 

①豊中市における審議会等の女性委員の割合は増減しながら推移しており、令和２年は平成 31 年

に比べてわずかに減少している。【図表 4-1】 

②女性委員のいない審議会等の数は減少傾向にあり、令和２年は直近の 10 年で最も少なくなって

いる。【図表 4-2】 

③市の課長級以上の職員に占める女性職員の割合は増加傾向にあり、令和２年時点で 24.4％とな

っている。【図表 4-3】 

④市の課長補佐級及び係長級職員に占める女性の割合は増減しながら一定水準で推移しており、令

和２年時点で 32.4％となっている。【図表 4-3】 

⑤法律や制度で男女は平等になっていると思うかについて、女性では 50.8％、男性では 36.4％が、

「男性が優遇されている（「男性が優遇されている」と「どちらかといえば男性が優遇されてい

る」の計、以下『男性優遇』計）」と回答している。一方で、「平等になっている」の割合は女性

で 18.8％、男性で 37.1％と、男女間の意識に差が見られる。【図表 4-4】 

⑥政治の場で男女は平等になっていると思うかについて、『男性優遇』計の割合は、女性で 76.2％、

男性で 63.6％とそれぞれ６割を超えているが、男女で 10 ポイント以上の差がみられる。また、

「平等になっている」の割合は女性で 5.8％、男性で 20.0％と男女間の意識に差が見られる。【図

表 4-4】 

 

【課題】 

１）審議会等の委員や、庁内の管理職等における女性の割合の向上に向けた周知・啓発の継続 

２）庁内におけるダイバーシティ・マネジメントの推進 

（性別や国籍、障害の有無といった属性に関わりなく、多様な人材を活用する） 

３）法律や制度、政治の場の男女平等における男女間での意識の差の要因の分析 

 

【図表 4-1：審議会等の女性委員の割合（各年度の基準日 ４月１日）】 

 
資料：豊中市「令和元年度 第２次豊中市男女共同参画計画改定版 第２次豊中市ＤＶ対策基

本計画年次報告書」（令和２年 11月）  
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【図表 4-2：女性委員のいない審議会等の数（各年度の基準日 ４月１日）】 

 

 

 

資料：豊中市「令和元年度 第２次豊中市男女共同参画計画改定版 第２次豊中市ＤＶ対策基本計画年次報告書」

（令和２年 11月） 

 

 

【図表 4-3：課長級以上、課長補佐級及び係長級職員に占める女性の割合】 

 

資料：豊中市「豊中市特定事業主行動計画実施状況の公表について」（令和２年４月１日現在） 
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【図表 4-4：各分野での男女の平等感】 

 

資料：「女性と男性がともに暮らしやすい豊中市をつくるためのアンケート結果報告書」(令和３年) 
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５）国内外で高まる女性に対する暴力根絶への問題意識 

 

①大阪府内の配偶者暴力相談支援センターにおける相談件数は令和元年度において、6,838 件とな

っており、平成 25 年度以降 6,000 件以上で増減している。大阪府警察相談窓口でのＤＶに関す

る相談件数は令和元年度で 10,070 件と年々増加傾向にあり、大阪府では依然としてＤＶ被害の

深刻な状況が続いている。【図表 5-1、5-2】 

②とよなか男女共同参画推進センターすてっぷでの相談件数のうち、ＤＶに関する相談は令和元年

には 258件と、全相談件数に占める割合は 12.4％となっている。全体の相談件数は年々増加して

いる一方で、ＤＶに関する相談は減少傾向にある。【図表 5-3】 

③一方で、平成 29年 10月に開設した豊中市配偶者暴力相談支援センター（ＤＶＣ）では令和元年

のＤＶ相談件数が 567件と年々増加傾向にある。【図表 5-4】 

④配偶者からの暴力（ＤＶ）の認識について、女性ではすべての項目で「どんな場合でも暴力にあ

たる」が最も多くなっている。一方で、男性では「何を言っても長時間無視される」「大声でどな

られる」といった精神的暴力に分類される２項目で「暴力の場合とそうでない場合がある」が最

も多くなっており、男女間に意識の差がみられる。【図表 5-5】 

⑤また、いずれの項目も男性の「どんな場合でも暴力にあたると思う」の割合は女性より低くなっ

ており、特に「実家の親・きょうだい・友人との付き合いをいやがられたり禁止されたりする」

「あなたの交友関係や電話・メール・ＳＮＳを監視されたり、外出を制限されたりする」で男女

の認識の差が大きくなっている。【図表 5-5】 

⑥ＤＶを受けた経験がある人の割合は女性で２割、男性で１割を超えており、男女ともに「精神的

暴力の経験」が最も多く、１割を超えている。【図表 5-6】 

⑦ＤＶを受けた経験がある人の相談状況については、男女ともに「家族や親族」「友人・知人」が最

も多く、公的機関への相談はいずれも５％未満とあまり利用されていない。【図表 5-7】 

⑧豊中市近辺の児童虐待の通告件数は令和元年度（2019 年度）で 2,171 件（前年の約 1.3 倍）、豊

中市における児童虐待に関する対応件数は令和元年度で 488 件（前年の約 1.1 倍）といずれも増

加傾向にある。児童虐待対応児童数における虐待種別としてはネグレクトが半数以上で最も多く、

年々増加傾向にある。【図表 5-8，5-9】 

⑨セクシュアル・ハラスメントの認識について、男女で比較すると「どれもあてはまらない」を除

いて、いずれの項目も女性のほうが高く、特に「身体をじろじろ見られる」については男女で 12.2

ポイントの差がみられる。【図 5-10】 

⑩セクシュアル・ハラスメントの経験について、職場で何かしらされたことがある人＊は、女性で

31.8％、男性で 9.6％と差がみられる。また、ハラスメントを受けた内容については、比較的ハ

ラスメントの認識が低いものが多い傾向がある。【図 5-11】 

＊全体から「どれもあてはまらない」と「無回答」を引いた値。 

⑪事業所におけるハラスメント対策としては、規程や啓発での対策が比較的多い一方で、社外窓口

の紹介や対策機関の設置など具体的な対策での取り組みが少ない傾向がある。【図 5-12】 
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【課題】 

１）暴力行為への認知の向上と相談窓口・相談支援につながる仕組みの構築・拡充 

２）ＤＶ対応と児童虐待対応の連携などの包括的な対応の強化 

３）セクシュアル・ハラスメントにあたる行為への認識の向上 

４）事業所等における各種ハラスメントに対する積極的な取組の推進に向けた支援 

 

 

【図表 5-1：大阪府内の配偶者暴力相談支援センターにおける相談件数】 

 
資料：大阪府「大阪府の男女共同参画の現状と施策」（令和３年３月） 

 

【図表 5-2：大阪府警察相談窓口に寄せられた相談等件数】 

  Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ 

配偶者等か

らの暴力に

関する相談

件数 

1,439 1,625 1,987 2,300 4,026 4,140 4,567 5,844 8,002 8,185 8,932 8,755 9,754 10,070 

ストーカー

警告件数 
53 55 111 92 109 78 129 188 202 188 225 217 189 170 

ストーカー

禁止命令 
0 0 3 2 2 0 0 3 3 1 7 15 37 78 

ストーカー

相談件数 
1,087 993 1,217 1,238 1,488 1,260 1,423 1,720 1,451 1,255 1,406 1,286 1,152 1,050 

児童買春・

児童ポルノ

法違反被疑

者検挙人員 

99 130 88 106 124 138 139 152 150 174 178 175 159 217 

同被害少年

の数 
107 113 63 55 70 139 82 123 107 98 125 138 168 188 

売春防止法

検挙件数 
161 111 76 45 48 82 33 30 22 21 19 21 16 35 

 

資料出典：大阪府警察本部調べ 

資料：大阪府「大阪府の男女共同参画の現状と施策」（令和３年３月） 
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【図表 5-3：すてっぷ相談室における相談件数】 

 
資料：豊中市「令和元年度 第２次豊中市男女共同参画計画改定版 第２次豊中市ＤＶ対策基本計画年次報告書」 

（令和２年 11月） 

 

【図表 5-4：ＤＶの相談件数】 

 

資料：豊中市「令和元年度 第２次豊中市男女共同参画計画改定版 第２次豊中市ＤＶ対策基本計画年次報告書」 

（令和２年 11月） 
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【図表 5-5：ＤＶに対する認識】 

 

資料：「女性と男性がともに暮らしやすい豊中市をつくるためのアンケート結果報告書」(令和３年)  
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④あなたの交友関係や電話・
メール・ＳＮＳを監視されたり、
外出を制限される

⑤実家の親・きょうだい・友人と
の付き合いをいやがられたり禁
止されたりする

⑥十分な生活費を渡さない

⑦お金を取り上げたり、預貯金
を勝手におろされたり、借金を
強要されたりする

⑧「だれのおかげで、お前は食
べられるんだ」「かいしょうなし」
などと言われる

⑨げんこつや身体を傷つける
可能性のあるもので、なぐるふり
をして、おどされる

⑩押したり、つかんだり、つねっ
たり、こづいたりされる

⑪骨折させられたり、鼓膜をや
ぶられたりする

⑫命の危険を感じるようなことを
される

⑬あなたが見たくないのに、ポ
ルノビデオやポルノ雑誌を見せ
られる

⑭性的な画像などをばらまかれ
る

⑮避妊に協力しない

⑯あなたの意に反して性的な
行為を強要される

⑰子どもが見ている前であなた
に暴力をふるう

⑱あなたを脅すために子どもに
暴力をふるう

⑲子どもと仲良くするのを嫌う

⑳子どもを取り上げようとする

女性 （n=723） 男性 （n=456）

どんな場
合でも暴
力にあた
ると思う

暴力の場
合とそうで
ない場合
がある

暴力にあ
たるとは思
わない

無回答 暴力の場
合とそうで
ない場合
がある

暴力にあ
たるとは思
わない

無回答どんな場
合でも暴
力にあた
ると思う

28.7

35.1

56.6

46.7

36.6

46.9

67.5

59.9

63.4

64.9

77.0

77.6

58.3

71.7

56.8

67.3

75.4

76.5

45.4

53.7

41.7

37.9

19.7

27.4

36.4

27.4

9.2

16.0

15.1

13.8

2.9

1.8

16.7

5.5

18.6

10.5

3.5

2.4

26.8

23.5

11.0

7.2

4.2

5.7

6.8

5.5

3.5

3.9

2.0

1.8

0.7

0.7

4.8

3.1

4.6

2.4

1.1

1.1

7.9

2.9

18.6

19.7

19.5

20.2

20.2

20.2

19.7

20.2

19.5

19.5

19.5

20.0

20.2

19.7

20.0

19.7

20.0

20.0

20.0

20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

37.1

45.8

65.1

59.5

53.1

58.2

74.6

69.4

74.8

72.3

80.1

80.6

69.3

78.1

65.3

73.6

79.9

80.5

53.5

65.6

36.7

33.3

12.9

18.1

23.8

19.9

5.4

10.5

6.4

8.0

0.8

0.7

9.5

2.1

14.0

7.5

1.0

0.4

22.7

14.1

7.7

2.6

2.8

3.6

4.3

3.6

1.5

1.4

0.4

0.1

0.3

0.1

2.6

1.1

1.7

0.3

0.3

0.3

4.3

1.2

18.5

18.3

19.2

18.8

18.8

18.3

18.5

18.7

18.4

19.5

18.8

18.5

18.5

18.7

19.1

18.7

18.8

18.8

19.5

19.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【図表 5-6：ＤＶの被害経験】 

 

資料：「女性と男性がともに暮らしやすい豊中市をつくるためのアンケート結果報告書」(令和３年) 

 

【図表 5-7：ＤＶを受けたときの相談状況（受けたことがある方のみ）】 

 

資料：「女性と男性がともに暮らしやすい豊中市をつくるためのアンケート結果報告書」(令和３年)  

女性（n=723）

男性（n=456）

無回答経験あり 経験なし

20.6

11.8

59.5

63.8

19.9

24.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(MA％)

友人・知人

家族や親族

警察

配偶者暴力相談支援センター・ＤＶ専門相談機関

民間の専門家や専門機関

公的機関（市役所など）の
相談窓口・電話相談など

医療関係者

子どもに関する機関

とよなか男女共同参画推進センターすてっぷ

学校関係者

保健所・保健センター

その他

相談したかったが、しなかった（できなかった）

相談しようと思わなかった

無回答

28.9

33.6

3.4

2.7

3.4

2.7

2.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.7

12.1

32.9

4.7

27.8

14.8

3.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

59.3

3.7

0 20 40 60 80

女性 （n=149） 男性 （n=54）
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【図表 5-8：児童虐待相談件数推移（豊中市分、池田子ども家庭センター分）】 

 
 

 

 

資料：豊中市「こどもすこやか育みプラン・とよなか令和元年度（2019 年度）事業実施報告書」（令和２年 10月） 

 

【図表 5-9：児童虐待対応児童数 種別の推移（豊中市）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：豊中市「こどもすこやか育みプラン・とよなか令和元年度（2019 年度）事業実施報告書」（令和２年 10月） 
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【図表 5-10：セクシュアル・ハラスメントの認識】 

 

資料：「女性と男性がともに暮らしやすい豊中市をつくるためのアンケート結果報告書」(令和３年) 

 

  

(MA％)

容姿について、あれこれ聞かれる・話題にされる

身体をじろじろ見られる

忘年会などでお酌・デュエット・ダンスなどを
強要される

性的な冗談やひわいなことを話題にされる

故意に身体にふれられる

キスやセックスの強要など性的な行為を迫られる

しつこく交際を求められる

職場にヌードポスター・ヌードカレンダーなどを
はられる

昇進や商取引などを利用して性的な関係を
迫られる

着替え中の更衣室に、異性に入られる

どれもあてはまらない

無回答

57.0

64.2

61.8

70.3

77.7

81.7

71.9

69.2

80.1

76.8

5.9

9.7

55.3

52.0

60.7

62.3

72.8

80.9

68.9

65.4

77.6

73.7

7.5

8.3

0 20 40 60 80 100

女性 （n=723） 男性 （n=456）
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【図表 5-11：セクシュアル・ハラスメントの経験（職場でされたことがある）】 

 

資料：「女性と男性がともに暮らしやすい豊中市をつくるためのアンケート結果報告書」(令和３年) 

 

【図表 5-12：ハラスメント（嫌がらせ）対策実施状況】 

 

資料：「女性と男性がともに暮らしやすい豊中市をつくるためのアンケート結果報告書」(令和３年 

(MA％)

容姿について、あれこれ聞かれる・話題にされる

身体をじろじろ見られる

忘年会などでお酌・デュエット・ダンスなどを
強要される

性的な冗談やひわいなことを話題にされる

故意に身体にふれられる

キスやセックスの強要など性的な行為を迫られる

しつこく交際を求められる

職場にヌードポスター・ヌードカレンダーなどを
はられる

昇進や商取引などを利用して性的な関係を
迫られる

着替え中の更衣室に、異性に入られる

どれもあてはまらない

無回答

11.8

6.2

16.5

13.3

12.2

2.9

2.5

1.0

1.1

1.0

34.7

33.5

5.3

1.1

2.4

2.4

1.1

1.1

1.5

0.2

0.7

0.7

41.7

48.7

0 20 40 60

女性 （n=723） 男性 （n=456）

(MA％)

就業規則や社内規程などで
ハラスメント禁止を規定している

社内啓発のための研修などを開催している

啓発資料などを配布している

社外の相談窓口を紹介している

会社や職員組合などで
対策委員会のような機関を設置している

事案発生後の対応をあらかじめ定めている

事案発生後の対応マニュアルを定めている

その他

特に取り組んでいない

無回答

51.4

30.1

20.3

17.5

16.1

14.3

8.7

2.8

31.1

3.1

0 20 40 60

全体 （n=286）




